
１ 下水道の役割 

 

 下水道は、豊かな自然と快適な生活環境を創るために欠かすことのできない社会資本です。 

 

＜下水道の主な役割＞ 

① 水質保全 

家庭から出るトイレの汚水や台所・風呂場などの生活雑排水が処理されないまま流されると、川

や海などの公共用水域の水質汚濁を進行させることになります。 

下水道は汚水を集め、処理場で適正に処理した後に放流するため、公共用水域の水質汚濁 

防止に大きな役割を果たしています。 

 

② 生活環境の改善（汚水の排除） 

１ 住宅周辺環境の改善 
人の生活等に伴って発生する汚水が、速やかに排除されず住宅地周辺の水路に滞留すると 

蚊やハエ、悪臭の発生源となります。 

下水道が整備されると汚水は下水管により速やかに排除され、住宅周辺の環境が改善されます。 

２ トイレの水洗化 
これまでのくみ取り式便所は不衛生になりやすく悪臭等の原因となりますが、下水道が整備さ 

れるとトイレが水洗化され衛生的で快適な生活環境が実現します。 

 

③ 浸水の防除（雨水の排除） 

   都市化の進んだ地域では、水路の不足に加えて、雨水を浸透させる能力や貯留する能力が減 

少していることなどから、雨水の流出量が多く浸水被害を受けやすくなっています。 

   下水道を整備して雨水を速やかに排除し、浸水被害を防ぎ安全で安心な都市環境を創造す 

ることも下水道の重要な役割です。 

 

④ 下水道資源等の有効利用 
下水処理水は、雑用水（中水道）、工業用水道などの直接的な利用のほか、公園の池などに 

利用でき、下水処理に伴い発生する汚泥は、コンポスト（肥料）化やセメント原料など、リサイクルす

ることで資源として有効活用することができます。また、最近では汚泥を、バイオマスエネルギーとして

燃料化しているところもあります。 

 

⑤ 水循環・水環境の創出 
都市に憩いと潤いをもたらす水辺空間の創出など水循環の構築や良好な都市・水環境の形成 

も下水道に期待される役割です。 
 

－1－ 


